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この基準は、平成22年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成22年６月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成23年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成28年８月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成29年１月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成29年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成30年10月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成31年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、令和２年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、令和２年12月１日から施行する。

附 則

この基準は、令和３年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、令和４年４月１日から施行する。

附 則

この基準は、令和５年４月１日から施行する。
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＜辞令書＞

（案）

　辞 令 書　

（職） （氏名）

（任命事項）

　岩手県立胆沢病院　　　　　　を命ずる

　なお　　　　　　に任命された者は、
　臨床研修医の育成に関わり、別紙のとおり評価を行う

任命期間

令和　年　月　日

令和　年　月　日から令和　年　月　　日まで

岩手県立胆沢病院長　　
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＜任命書＞

（案）

　任 命 書　

（職） （氏名）

（任命事項）

　岩手県立胆沢病院　　　　を命ずる

　なお　　　　　に任命された者は、
　臨床研修医の育成に関わり、別紙のとおり評価を行う

任命期間

令和　年　月　日

令和　年　月　日から令和　年　月　日まで

岩手県立胆沢病院長　　
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＜臨床研修中断証＞

様式Ａ-18

臨 床 研 修 中 断 証

※については、適宜、研修内容やその評価が分かるような資料（臨床研修指導医（指導医）による研修医の評価表など）

を添付すること。

上の者は、研修プログラムのうち中断時までの内容について履修したことを証明する。

年 月 日

○ ○ 病院 院 長

○ ○ 病院研修管理委員会委員長

ふ り が な

研修医の氏名
生 年 月 日

昭和

平成

医籍登録番号 第 号 登録年月日 年 月 日

中断した臨床研修に係る

研修プログラムの名称

臨床研修を行

った病院又は

施設の名称

臨床研修病院
所在する都道府県

臨床研修協力

施設

研修開始年月日 年 月 日
研修中断年月日

（休止期間）

年 月 日

（ 日）

※臨床研修を中断した理由：

※臨床研修を中断したときまでの臨床研修の内容：

※中断したときまでの研修内容における当該研修医の評価：

年 月 日
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＜臨床研修修了証書＞

様式 A-21

臨床研修修了証

※研修中断により複数のプログラムを履修した場合には、修了認定を行ったプログラム以外のプログラム及び当該プログラムを

履修した病院の名称について、別紙に記載すること。

上の者は、○○プログラムの課程を修了したことを認定する。

年 月 日

○ ○ 病院 院 長

○○病院研修管理委員会委員長

ふ り が な

研 修 医 の 氏 名

生年月日
昭和

平成

医籍登録番号

及び登録年月日

第 号

年 月 日

修了した臨床研修に係る研修プログラム

の番号及び名称

プログラム番号 研修プログラムの名称

※研修中断により複数のプログラムを履

修した場合は、修了認定を行ったプログ

ラムを記入

研修開始年月日

及び研修修了年月日

年 月 日開始

年 月 日修了

臨床研修を行った臨床研修病院の病院

施設番号及び名称

病院施設番号
基幹型又は地域密着型臨床研修病院

の名称

※研修中断により複数のプログラムを履

修した場合は、修了認定を行った病院を

記入

協力型臨床研修病院の名称

臨床研修協力施設で研修を行った場合に

はその名称

年 月 日
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＜研修未修了理由書＞

様式Ａ-23

臨 床 研 修 未 修 了 理 由 書

※については、適宜、研修内容やその評価が分かる資料（指導医による研修医の評価票など）など、研修を修了していな

いとする理由が分かる資料を添付すること。

上の者は、上記の理由により、研修プログラムを修了していないものと認められるので通知する。

年 月 日

○ ○ 病院 院 長

○○病院研修管理委員会委員長

ふ り が な

研修医の氏名

性別
生 年 月 日

昭和

平成男 女

医籍登録番号 第 号 登録年月日 年 月 日

未修了の臨床研修に係る

研修プログラムの名称

臨床研修を行

った施設の名

称

臨床研修病院

臨床研修協力施

設

研修期間 年 月 日～ 年 月 日

※臨床研修を修了していないと認める理由：

年 月 日
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＜レポートフォーム各種＞
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CPC 評
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価表直しが必要。1Wローテなので、研修医評価表は不要だろう。
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I　D 性別 年齢 死亡日時 直接死因 備　　考

死亡診断書リスト

研修医名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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受　講　講　習　会　参　加　記　録

氏　　名 Ｎｏ.　　　　　

番号 受 講 講 習 会 の 名 称 開 催 場 所 

1 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

2 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

3 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

4 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

5 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

6 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

7 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

8 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

9 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

10 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

開　催　日　程 備　　　考

発　表　記　録

1.口演発表 氏　　名 Ｎｏ.　　　　　

番号 日　　時 演　　題　　名 学会・研究会等の名称 発　表　者（主発表者に○） 備　　　考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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＜フォーム９－２＞

発　表　記　録

2.誌上発表 氏　　名 Ｎｏ.　　　　　

番号 題　　　　　　名 誌名、巻（号）：ページ、年 発　表　者（主発表者に○） 備　　　考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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＜フォーム１０＞

学　会　等　参　加　記　録

氏　　名 Ｎｏ.　　　　　

番号 学会および研究会等の名称 開催場所

1 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

2 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

3 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

4 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

5 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

6 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

7 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

8 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

9 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

10 年　　　月　　　日 ～ 　　年　　　月　　　日

開　催　日　程 備　　　考
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＜初期臨床研修記録閲覧申込書＞
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＜コメディカルによる研修医評価票＞

様式８

：

：

：

：

： ． ． ～ ． ．

Ⅰ 十分 もう一歩 努力しましょう

3 2 1

3 2 1

3 2 1

3 2 1

※評価基準は裏面をご覧下さい

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

コメディカルによる研修医評価票

記 載 日

病 棟 又 は 部 門

記 載 者 氏 名

対 象 研 修 医 氏 名

研 修 期 間

勤務態度について（該当する数字を○で囲むこと） 素晴らしい

①　マナー、挨拶、言葉遣い、服装、身だしなみ 4

②　メディカルスタッフとの協調性 4

③　処方、オーダー、指示の適正 4

④　カンファレンスへの積極的参加 4

良かったところ

今後の改善を期待するところ

ひと言アドバイスをお願いします

指導医について（指導医：　　　　　　)
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◆◆評価基準◆◆

素晴らしい 十分 もう一歩 努力しましょう

①　マナー、挨拶、言
葉遣い、服装、身だし
なみ

・自ら進んで明るく挨
拶をする。
・相手に敬意を持った
言葉遣いである。
・服装・身だしなみが
必要以上に派手でな
く、清潔感がある。

・自ら進んで挨拶をす
る。
・相手に最低限失礼の
ない言葉遣いである。
清潔感はあるが、たま
に派手である。

・挨拶をされたら返
す。
・相手の配慮に欠ける
言葉遣いをすることが
ある。
・清潔感はあるが、必
要以上に派手である。

・挨拶をされても返さ
ない。
・失礼な物言いをす
る。
・服装・身だしなみに
清潔感がない。

②　メディカルスタッ
フとの協調性

・担当患者についてス
タッフから積極的に情
報収集をしたり、意見
を求めて適宜診療に反
映させる。
・担当患者はもちろん
のこと、担当患者以外
でも依頼された業務は
快く引き受ける。

・担当患者についてス
タッフから報告された
情報を適宜に反映させ
る。
・担当患者の業務は依
頼されれば快く引き受
ける。

担当患者についてス
タッフから報告された
情報は聴くが、診療に
あまり反映させない。
・担当患者の業務を依
頼されるとしぶしぶ引
き受ける。

・担当患者についての
スタッフからの報告に
耳を傾けない。
・担当患者の業務を依
頼されるとしぶしぶ引
き受けるが、断ること
もある。

③　処方、オーダー、
指示の適正

・スタッフから依頼の
あった処方やオーダー
について、指導医に確
認のうえ速やかに入力
する。
指示の記載が非常にわ
かりやすい。

・スタッフから依頼の
あった処方やオーダー
について、指導医に確
認のうえ同日内には入
力する。
・指示の記載が概ね意
味を汲み取れる。

・スタッフから依頼の
あった処方やオーダー
について、入力はする
が指導医との確認が不
十分である。
・指示の記載がわかり
にくいことがある。

・スタッフから依頼の
あった処方やオーダー
について、入力されて
ないことが多い。
・指示の記載がわかり
にくい、あるいは必要
な指示が入力されてい
ないことがある。

④　カンファレンス
への積極的参加

・病棟のカンファレ
ンスに自ら参加し、
積極的に発言する。

・病棟のカンファレ
ンスに参加し、時々
発言する。

・病棟のカンファレ
ンスにたまに参加す
るが、ほとんど発言
しない。

・病棟のカンファレ
ンスにほとんど参加
しない。


